
新  旧   

（別蓑3－の）   

庭尊対策総合支援事斐内訳書   

の母子象庭専政韮・自立盲播邦韮（敵手支度堺赦驚・自立支揺センター暴発）   

○】推進内界   

1鉦装置揺郭業   

2計韮支揺派習全軍却穏   

計装情報提供瑚儲   

4 在宅就繁雄適却礫   

5 t改革真底替地越生活昔捷姉望郷業   

醐椚舶臨の配椚   

子定麻等級笈・自廿音躇センター格、   

蛙畠超應セミナー封【窯   
韻事並内定についてノくンフレット等の絆細が分かる権鮎があろ硯合には・別痛止Lて添付十ること 

1祉進■安倍耶繁  1赦丑支援封；苫   1センター当たり＿刃【整の澗  

当たり嚢綜日放に応じ以下  
のア～ウに定める．  
洞唱日以下の妾腹の肌合  

・・＝●￥  
イぎ，勺6E一基旋の場合  

；■■■●；  

ウ銅7日吏綜の場合  

旦且迫必迫巴  

2 虻韮支1恐買紙習全軍耶票  

1センター当たり  

呈▲旦Z旦皿巴  

4査倭蘭塵組迫l〔韮   1センター当たり  

呈⊥辿良姐巴  

5 傲ネ家庭喋地域坤活支揺  1センター当たり＿封；器の王司  5傲子嘉一江囁仙越年活支援  

韮盟  三蛙藍  
のア～りに定める金吾  

ア鯛5El以下の嚢施の揚合  
3瓜』迫巴  

イブ僧6日妾慮の場合  

且旦止血巴  

ウ調7日賽旋の崩合 4ぷ腿巴  

6倣子冤広場計器・自立  61丑子晃底軍甜菜 ・自立  
支揺センター指迎職邑  支援センター格温随邑  

仝孟土遡   凸   全丑並   且  
他）経机こついては．射潔癖押の区与＝地内礼典液相＿飽恰乱世命＿旅軌儀用軋相識炒 響）ごとに柏許内訳鹿記  

並土星こと＿   
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幽  

」塾塾王墓塵等日常生活支援事業 
舶府掛柵舶：  

鮒士＿市町村 耶羞♪して塞巌†ろ揖合には・宿町村ごとに別韮に作成十ること 

離粥派遭征べ回  

旦遁 離慧派遣 
掛金的耶由か理由♪する他作  

r促i削こ必堰な耶由を郎  

色出：ゑ塩鮭  

埴活瓜墟が激変し日常生 貿わのに矧こ大きな支穐が  
生じこと：皇止鑑  

鎚 且  

基塵盛  

拉致広丘   拉昆白瓜   邑放且公   縫直凸凪  

⊥＿進通鼠   円         11所当たり l．204．000  

以外の踊 血道吐凪  

ウ旦例l．没碇等  

王＿直也盆  

左」組と曲凪  

飽應塵血  

⊥j建」腰遭丑  

乞＿謹必瞳皿  

全址瓜   巴   丘址皿   巴  

腫11紘仲については．射 
舶用の広分（軋鳳ほ金・・旅柑・雨用粗相抑制 
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新   旧   

ほり蓑3－（∋）  

⑦ひとり親家庭生活支援事業 部踊県珊寸名：  

（削太軌士」膚町村那莱とLて吏臆する腺 

（⊃1け葉内容  

耶罪名 

車陳首捷童故習全  

5十日・確聞椚貫井細儲郁塑  

4Ⅳ．滞納閻招助耶韮  

5ひと り劇妥底柵礫せ」亀耶装  

登内黍についてノくンフレット．】J【革計誠Ⅵ柑の！玉和が分かる削斗がある場合には  

別添とl＿て焼付十ること  

○級数  
射銀緒妙音山予定楯 温塗逓  

鐘盟広公 地盈血盟 址豊丘公 拉註凸凪  
l†ルり饅夏広橋び官制一等通過迫巴  lTルり孤軍肪相篠貰馴r  

‾‾‾－‾■■…■‾‾－－‾……‾‾－－一一州｝－ 
162・DOO円×（班酬髄回数）  

nl回の訪問が昨日の場合  
疇．910円×ほ方闇旺回教）  

仝出血 盆弧 艮  

けt）錦鯉については．封鎚錐押のl夏分柑l肌依命、闘牛、瀬川柑．紺相性削ごとに才曲技内訳を軌旺すること 
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新   旧  

1星組  

2一甜椎酬抽地相拡哉  
摘件故（睦月・   

よ筍．桔鰻加披促辿   

五蛤蛙盈   

雄雌丁一時金   

細盤内恋についてノくンフレッ瞞の絃細が分かる塔軌がある腸合には一別絵札て脇付すろこと 

Q紘盟   

謝絶綜柑妥支出・  温姐   

鼓監区全  通廼凪  払出毯  組基地   

2▲…稚濃  2■捕耶 
始した者   

イ 平成20年府以陰に鱈韮身闇崩した着   

ア）市町村経線非皿鮒IH謄に屁ナる着   

（イl市町村毘線誤射仕敲に毘十る着   

141．DOO円×r雪絵旺月数）  

×【童絵建月故）   

‘2）援柾  彗朋7  
け）莞訳筆禦蓋批肘る   
（イ】市町村毘経理線壮♯に且する   

25．000円×【支給件   

巴   

食止戯  且   金地  巴   

【糾射＆林野璽冒出¶についてl土一針弧線l甘の灰分帽擢命・椚〟】乃ー矧寸合一扶助削ごとに紺拓内訳柁促すること・   

∽
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新  旧   

（訃匿子自立支援プログラム策定尊芯輩   

（労り裏3－（D）  

同  
支給件数等  

1．母子自立支標プログラム策  プログ 
事業名  

蛙  

ぅち面接2同以卜のヰーの  性  

室羞凸査 ．（できろだけ言圭細に記臆すろこと）  
2．意た磁進儲音標コース事業  支媛去A旦  

A  

垂羞凸査  
できろだけ詳細に言己臆するこ♪）  

※事業内密についていパンフレット等の詳細が分かる督料があろ揚 

基空虚  

盈致区企   毯塞血狙   盈致区公  技量血盟  
1＿息子自立青壬碧フ■ログラム第  

定皇室羞  
1．母子自寵’支標フ■ログラム策  

産室重量  20．000円×（プログラム策定件数〕  

乙就劇闇個支援コース事業  2．赦確進備支援コース事業  
30．000円×（音揺証月数）   

※1人につき3月を上限  

円   全丑題  且  
（拝）対 象経著書支出額については．対象品督の区分（報酬．官命．旅曹、需用曹．符籍乱香詐料等）ごとに糟壬内訳を辞燈すること．  

∽
一
 
 
 



番  号  

平成  年  月  日  

別紙様式第4  番  号  

平成  年  月  日  

別紙様式第4  

厚 生 労 働 大 臣 殿  厚 生 労働 大 臣 殿  

市 町 村 長 印  市 町 村 長 印  

母子家庭等対策総合支援事業の事業美顔報告について  母子家庭等対策総合支援事業の事業実績報告について  

標記について、その事業実績を次のとおり関係書類を添えて報告する。  横言引こついて、その事菓実績を次のとおり関係書類を添えて報告する。  

1母子家庭等対策総合支援事業費国庫棉助金精算事（別表1）  

2 母子家庭等対策総合文鎮事業内訳書（別表2）  

添付書類  

（1） 当該年度の歳入歳出決井（見込）書、抄本（当核補助事業の支出済額を備考欄に  

明記すること。）  

（2） その他参考となる資料   

1母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書（別表1）  

2 母子家庭等対策総合支援事業内訳書（別表2）  

添付書類  

（1） 当咳年度の歳入歳出決算（見込）書、抄本（当院補助事業の支出済額を備考欄に   

、明記すること。）  

（2） その他参考となる資料  



（別表1）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書  

（市町村名）  

区  分  事  養  毛  送事業き   の収入積   墓≠：研   

▲  
R  

B  

R  

C  

R  

D  

R  

E  

R  

F  

R  

G  

R  

H  
PI R  R  

K  

R  

母子寮底零封策総合    母子寮底等耽美・自立支援事業  
1／コ  

王機雷嘉  （一般帯革眈彙・自立支援事業）  

ユ／4  

些  
lO／1【〉  

母子自立支l套プログラム策定革事藁  

合計  

（紀t上の注意）  

l本書は．市及び籠址事務所を役tする町村が行う「一般市専散票・自立支援事菜J（市町村の直接補助手芸）、「母子家庭自立支援給付金事葉」（市町村の正確鴇助事芸）及びl母子自立支援  
ブログラム策定等事業」（市町村の正接補助事集）について記入すること．  

2EⅦには、本ii知に定める墓雄！lをl己入ナること．  

3 F珊には、各事業ごとにC櫓、D‡¶及びE憫とを比較して、最も少ない嬢を記入すること．  

4G欄には、各事彙ごとにF珊の緬を紀入すること．  

5日憫には、G憫の馳こl／2【母子寮丘自立支援給付金事業については3／4、母子自立支援プログラム策定等事集については】0／10）を乗じた額を記入十ること．（事象ごとに算出された帆こ  
l．00D円未満の旛赦が生じた場合は、これを切捨てるものと十る．）   

（別表1）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書  

（市町村名）  

区  分  事  業  名  総事業費   の収入額   基本彿   
▲  
円  

甘  
R  

C  

円  
D  

R  

E  

R  

F  

R  

G  

R  

H  

円  R  R  

K  

R  

母子家庭等対策総合  
1／＝  

支怪事菜  （一般市等観葉・自立真横事業）  

白☆亨櫓鈴音訓練法」寸仝  3／ヰ  

旦王墓丘且王墓  
施  金主墓 誌笠持憶説練†昆i艦首笛暮  

3ハ  

10／1tI  

母子自立支援プログラム策定等事業  

合計  

（記載上の注意）  

l孝養は、市及び拓址事務所を訟tする町村が行う「一般市等放業・自立支媛事業」（市町村の正枝補助事叢〉、J母子貫旺自立支援給付金事業（市町村の直接惰助事集）及び「母子自立支援  

プログラム策定革事業J（市町村の直接補助事案）について取入寸ること．  

2E糊に札本i岳知に定めろ基準頭を記入すること．  

3 F偶には、各事業ごとにC柵、D欄及びE憫とを比較して、最も少ない額をE入すること．  

4 G柵には、各事業ごとにFl¶の額を記入1一ること．  

5H欄には、G仰の弧こl／2（母子寮旺自立実機持付金手菓lこついてIi3／4、母子自立支援プログラム策定軍事業については10／10）をtじた額を記入1‾ること．（事業ごとに玉出された籠に  

l．mO円未満の端数が生じた場合は、こ九を明絶てるしのとする．）   
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く別表2－①）  （別表2－①）   

母子家庭等対策総合支援事業内訳書  母子家庭等対米総合支援事業内訳書  

（1）母子家庭等放棄・自立支援事業卜般市等社業・自立支援事業）  
（1）母子寮応等眈業・自立支援事業（一般市等就業・自立支援事業）  

○事業内容   ○事業内容  

1競業支援事業  1耽業支援事業  

2就業支挽粁習会等事業  2眈業支肌雷管会等事業  

8耽業什≠提供事業  3紋業什犠牲供事業  

4在宅耽美推過事業  4在宅耽業稚過事＃  

5取手菜底等地域生清文投書集事集  5母子寮庇等地域生活支援事業事業  

義†責書門相鉄■の班  桝帥門相損の配置  

※地僻）美什に応じて遭択した事業のみを紀欄しt未来絃の暮＃については記載を≠し・かこと・  ※地域の真情に応じて遥択した事業のみを紀厳し、未実施の事業については妃戴を斉しないこと・  
※事糾動こついて、′くンフレソト嘗の拝如i分かる資料がある場創こは、別添として添付すること・  隊事業れ容こついてノヾンフレッ博の挿細が分かる資料がある場針こは、別格として添付すること・  

○縫書 ○経費 
州経瞥井貫出棚 基Ⅱ棚  州縫t事支出棚 纂肌  

止鼻血払  縫費区分 泄棚 温泉区分 皿1凸凪  経費区分 脚棚 甜区分  

1眈集支援事♯ 1枕れ文壇事1  1歌集文壇事集 1耽井文壇事★  

2銑業支射l習会等事業 2就業支援綿雪会筆書葉 2就業実射韓習余響事業 2就業支援肝腎会尊事業  

3眈乗付祖樵供事業 3銑集情報提供事業  3飲菓什報提供事業 3批集情♯憤供事業  

1自治体当たり2，000．000円  1自治体当たりZ．008．000円  

4在宅歓集経過事業 4在宅駄蕪稚遺事業  4在宅銑集推遺事業 4在宅社業経過事業  

5印相生活支訂 珊瑚生活支欄  5脚購生培支援 5脚購生捌  

合帥材 円 合計嘲 円  合計朝 円 合川 円  

（注）経費について乱射象縫費の区分㈱札共済費、報償費、賃金、旅費、＃用熱投坊費専）ごとに積算内駅  
を妃戴ナるコ」  

∽
皐
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（別姦2－⑦）   （別表2－②）   

の忠子豪腫白せ号俸ぶ付合半隻   ④母子家庭自立支蝮給付金事業   
（1正幸内：昏   

0事業内容   

室毛虫  支給件数等   事業名  支給件数等   
1自立支援微音別棟給付金書叢  支給件数  支給件数  

1自立支援政青劇様給付金事業  

2．高等技能訓練帽i鑑賢答事篭  2，高等技能研削足過賛尊書業   

支給件数（夷件数）  支給延件数（延月欺）   支給件敢（美件歎J  支給嬉仲井（産月数〉   

（1）ホ等技能別棟促過賞   （1）高等技能別棟促進費   

支給件数   支給件故   

（2J入学支援倖丁一時金   （2）入学支援膝丁一時金   

艶事業内容について、′くンフレット草の拝細が分かる資料がある場合には、別添として添付すること，   ※事業内容について、′くンプレγト等の件細が分かる資料がある場合には、別添とLて樹寸十ること，   

凸益丑  ○経費  

対象経費真支出領  主連盟  対象社費美支出研  。■l】  

誌費区分 積算内訳 経費区分 積算内駅  軽費区分  積算内駅   拉井区分  積算内訳  

1．自立支援♯青泄接線付 1．自立支蛙教育訓練給付別に定めるところによる  1∴自立支援赦曹訓練給付金事業  1，自立支援教育訓練給付金事業    別に定めるところに上る  

金手発  会事業  

2．ホ等技能訓練確壇ナ尊事1 2．高専技能鯖練睦壇費等事業  2 高専技青竜馴練促遺費尊書零  2．祐筆技能川鮒喀過数等事畿  

（1）木鐸技能馴繊 （1）木筆技能別練  

ア 平成柑墾度以劇に幡生さ朋始l一た薯  
（1）訪尊技能馴   （1）蔦攣技他馴   

帳迅雷  帳壇費  練促遭費  練堰過費   ア 平成19幾度以前には豊を蘭始Lた着  
10：！．DO【l円×f‘圭止l正月数）   

イ 平成20崖l奮以緒にIi葺かⅦ始l＿た着  空虚孤塁  
丁l南■丁相良絶すヒl■織1廿♯に属十古着  土d且盆  

生成Zl生  

t4l．00（】円×（電鎗蔓正月数）  10：l．ODO円×l亨i疫t正月数l   

傷碇属十る者  （イ）市町村露捜l蔓性惟♯に属する者  

70．50DRx（’有給建月：放）  5Ⅰ．S（I卯い＝支給延月数  

（2〕入学支建幡丁  （2）入学支援修了  
一時金  一時金 （れ市町村民硯非抹悦世＃に属する者  丁 平成19年膚以前には葺か蘭始l＿た者   

l‖l■●  ・：・  
（イ）市町村民税蛛税世帯lこ属する者  

25．000円×（支給件数）  空虚弘生  空虚且1．生  

旦且公ニ  旦且盆＝  

小計 1．‖．nO〔l円×（音量貪嘘月数1  

rイl粛■r榊邑事0．1一緒1廿♯に虞す・ム者  合計罰 円 合摘 円  
70．50【）円×（音盆嘘月数】  

（酎対象経費美文出切については、対象経費の区分（・員粗金、補助及び交付金、扶助升にとに積算内訳を記載すること，  

円  
（2）入学支援修了一時金  （2）入学支援修丁一時金  

（ア）市町村民挽非伐税世精こ馬する着  

5U．仲0円×（支給件数）  
（イ）市町村長税轟黒税世帯lこ属十る者  

25．000円×（支給件数）  

l  円  
合肘頬  円   合汁初  円  

（注）対象経費美文出初lこついては、対象経費の区分（負担金．補助及び交付金、扶助費にとに慣井内釈を記載することッ   

∽
∽
 
 
 



旧  

（別表2一③－（1））   

（3）母子自立支援プログラム策定等事業  
（3）母子自▲立支壌プログラム策定等事業  

アロ‾ム  
○事業内容  

事業名  支給件数等  ○事業内容  

プログラム策定件数   件  
i二  

件  
ロE  の  性  

事業内容  

圭墓血査        一I  
くできるだけ拝細に記  
載すること。）  

コース  A  

※事業内容について、′くンフレット等の詳細が分かる資料がある場合には、  
別添として添付すること。  

Aナ別    添として添付する－と  経費区分  積算内訳  

○経費  

対象終審実支  基準誼  

後生区盆  且簑」姐   盈真底企  毯生地  

ロ ‾ム  支援プログム  

丘差主監  定量圭墓  000 × ロ ‾ム 占  

コース  ・・－ス  藤池傭支援  
30000×  

重電出額につい  の  

合計額   円  

（注）経費については、対象経費の区分（報臥貸金、旅費、常用井、役務費、  
委托料等）ごとに積算内所庖紀超することとし、例えば「旅軌であれば00  
駅－00駅まで往復00円などと詳細に記載すること。  



新   旧  

（別表2－（郭－（2   

脇進備‾安揺コース  
（削除）  

白星藍色査  

きるだるこ  

容についてノくンフレット等の吉圭細が分かる督料がある場合には  
lーして添付すること  

経里庄企   凍鼻白選  

全出題   巴  

（漸羅利こついては．対象経費の区分憾臥留金一旅乳需用者・役務智一重推料等）  
載することとし一例えば「旅曹■であればnO駅～00駅まで  
細に記鼓すること  



番  号  

平成  年  月  日  

別紙様式第5  番  号  

平成  年  月  日  

別紙様式第5  

厚 生 労働 大 臣 殿  

都道府県知事  

指定都市市長  印  

中核市市長  

母子家庭等対策総合支援事業の事業実績報告について  

厚 生 労 働 大 臣 殿  

都道府県知事  

指定都市市長  印  

中核市市長  

母子家庭等対策総合支援事業の事業実請報告について  

標記について、その事業実績を次のとおり関係書類を添えて報告する。  標記について、その事葉菜凍を次のとおり関係書煩を添えて報告する。  

1 母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書（別表1）  

2 母子家庭専対策総合支援事業費国庫補助金実績調書（別表2）  

3 母子家庭等対米総合支援事業内訳書（別表3）  

添付書類  

（1） 当核年度の歳入歳出決算（見込）蕃、抄本（当咳補助事業の支出済額を備考欄に  

明記すること。）  

（2） その他参考となる資料   

1 母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書（別表1）  

2 母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金実績調書（別表2）  

3 母子家庭等対策総合支援事業内訳書（別表3）  

添付書類  

（1） 当該年度の歳入歳出決算（見込）事、抄本（当該補助事業の支出済額を備考欄に  

明記すること。）  

（2） その他参考となる資料  

∽
の
 
 



ほり衰1）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書  
（1託遭府県・指定載市・中掠市名l  

区  分  事  業  名  総事某貫   の収入膚   に上ろホ巾；I  

▲  
■  

t  

R  

C  p  

円  
E  F  

円  R  

G  

R  

H  

l■  19 R  

K  L  

R  R  

母子夏毛竿竹電総合  1／2  

支援事業  l量子T∈■t尋・■丈さ蠣tン▼一事■〉  

■l重層Ⅷ．  l／～  

けせ■l廿  

吉子t別口書生瘡三櫨▼■中間鎗  諸星l  ；宅2  

市町村分  
■複層欄  l／2  
柑t■市  

ひとり隷定圧生活支櫨事等中椚分  荘3  淡4  

ロユ  ホ町村分  
ユ．1ヰ  

鐘声す痙白廿号I∋汝廿＆遭芸  

1【l／10  

母子自立支援プログラム竃定等事案  

さ  計  

（l己Ik上の注監I  
1手賽は、市町けが椚亭葺に対Lて翻軌が肋ナる事業（柵汁の咽鴇助専売）並び■こ≠道府れが行う事業席道桝・指定もホ及び中細の虻娠傭肋事業‖＝ついて以下2－7にiづき・記入すろこと  

なお．市及び諾址事踊を鰹■すう町削哨うト毅佃瞳葺・自立ま捜亨勘（市町けの直接禰助平軌ー母子寮駐自立支援始什色事軋（相即埴擁1助事劉及びー母子自立支援アログラム苛定率平和l柵けの正枝榊  
事業）についてはJl胤lまi：零」にI已入‾ーること．  

2 El鞘に11．事適血に在〟）る墓遺積をl已入すること、  

3F凱ニ11．各事案ごとにC綿．Dl縄及びE欄とを比蝕して、れし少ない顎を記入すろこヒ  

」G恥こ軋平成15年用18日雇児師部618001キ呼生醐摘用均等・児童家庭用錐福祉旅長通如相子東研日†生清三掟事業のR軌酎について一の別紙2のt用負担主動こ上る輌積の合計礪を記入すろこと・  

5】1聞1こlも各事業ことにF柵からG榊を重し引いた積を記入すること．  
8）偶には．H脚）榔こl／2柏手寮監自立ま撞紘付会中毒について舶／4、良子自立三雄70グラム篇定率事業について‘ま10／1Dほ乗じた¶を研ナ㌫と・博美ごとに算出された積ド1・000円棄潤の嬬畿が生じた舶は・こ丸々  

卯絶てるbのとナる．）  

7／上お，母子ま塩草日算生活支は事菜及びひとり観家庭生話貢仕事毒の市町村分の各輌の凱1・刑責Zのの及び①の†嘉1一別】の細蘭を記入すること・   

（別表1）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金精算書  
r一既i重点膿・稚】F瀧1蕎・中線市名）  

区  分  事  零  も  締事業T   
の収入II   Ⅰニ上ろ徴収q  

∧  》  
円  

C  

R  

E  F  

R  ■l  円  R  

汁  
巾  円  

K  

R  ■  
母子王佐箪対策縫合  l／Z  

王快事業  l宣子ま色専t象・■文王サtン●－■睾）  

■i王8≠  lノ2  

押下■欄  
書 ＝＝  耗1  ※2  

市町付分  
筋道軒■  1／Z  
什檻■l打  

ひとり祝電旺生l事．  ※3  憲」  
市町村分  

騒  白寸書IiI書菅】ui事；全付  ユハ  
登王孟星且豆打 

）ノI  

訝笠放出1蛙姓  
1【レ■1tl  

侵÷自立三根7■ログラム宥定率亭秦  

合  計  

（把Il上の注意）  

1右酎1．柵什が行う事業に対して誤射≠が袖肋ナる暮宗（柵榊）削紳助事案1並びに桐仰が行う雷昂州駄道巾欄・作東研及び中尉ホの正好鴇肋暮菓‖＝ついて以下2－7に基づき・記入すにと・ 抽．簡及び橿址事清市を鰹1する巾跡抒引一れホ粗菓・自立支ほ暮和ホ町村の狂捜諏事軋一母子貫忘自立支援給付金事劉冊町脚■権加b事幕ほぴ【母子自立天捜プログラム策即事某日抑削■猛障神助  
事某）については．篤lほ氏践式罵一に記入寸ろこと．  

2三間には．本適切に覆わる基準積を記入十ろこと．  

3F脾には．各事業ごとにC乱D憮及び£闇とを比致して．最も少小、積を記入ナること．  

」G鮒こtl、平射5卯月18日雇児妬驚罵06】800け呼生労那花用均等・児童軍晦局東尾縞祉詫貴通細の嶋手‡監事日東生活王ほ事業の円肌遅富についてJの別如の甘用・員捜蓬卸二上る脾収洒の帥Ⅶを妃入すること・  

S】1鞠に11．各事案ごとにF聞かちG桝を琶L引いた積を記入1‾ること．  
6】恥こ軋H榊の鮒二1／2（母子茸離重責撞鮒象事宰について－i3／→、包子自立支ほプロブラ成定室事猟二ついて－110／10沌乗じた捕を記載すること・（事零ごとに井出された璃こ1・000円輔の備が生じた舶は・これを  

卯檜てるしのとする．I  

7／（玖良子京監事日暮生活真横平等及びひとり複ま晦生活真横事業の市町付分の各糊の柵ま・刑責2の①及び匂のl慧卜鋸叩紺恥記入すうこと・   

59   



（別表2－①）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金実績調書  

（1）母子家庭等日常生活支援事業  常道府県名）  

市町村名．  総事業■   
▲  
R  

8  

R  

⊂  
円  

n  

R  

r  

R  

F  L  

R  

G  

R  

H  
R  

ゞ  

聖  

／    ／    ／    ／    ／    ／    ／  
薫l  蕨2  

合軒  

（妃♯上の注意）  

l本童に軋母子家長寧日書生活支援事鶉のうち、市町村が行う事業に対して甘遭府恥㈹助する事業（市町けの隅榛鴇肋事篭）のみをた入し・葡遭府県、指定≠庵及び中抹市の正接穐助亨ヰについてlま、  

記入の必蔓がないこL（正棟檎助事業について軋別♯lに記入のこL）  

2C欄には、市町村ごと‘弘一■かち8加を蓋し引いた縞を】邑入するこヒ  

3E櫓には、市町村ごとに♯通舞＝こ定める暮埠す引巳入するこヒ  

4F軌こは、市町打ごとにCt■、Dl■及びEl●とモ比厳して、上し少ない欄をモ入すること．  

5Gl■にはノ市町村ごとに平成15和月18日t光≠発案㈹1800l書ヰ生労働省疇用均等・児暮ま伝馬手広吐址■最適知の「母子宮島卵★生活支櫨帯食の円汁な耳管について」の別紙2のモ用■掩墓場  
に上る敵収積の合計Ilを】巳入すること．  

6H穐には、市町村ごとにF≠からG≠を蓋し引いた積象E入すろこと．  

71欄にl壬．H穐の市町け合餅肌こ3／4奮乗じた鑓をR入すろこヒ  

8K靴こは．1柵む≠とを比蚊して、いでhか少ない方の¶音色入すること  

9L櫓には、K櫓の頓に2／3を彙じた璃を混入するこL（1．000円宋欄の犠牲が生じた場創土、これを切檎てるものとナる．）   

（別表2一（D）  

母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金実績調書  

（1）母子家庭等日常生活支援事業  （都道府県名）  

市町け名  鐘事叢t   

▲  
R  

t  

R  

‘＝  

円  
D  

R  

工  
R  

■  
R  

G  

R  

H  

R  

振  

讃l  曇2  

含鰊  

（紀戴上の注烹）  

l本鼓に軋母子震ヰ寧日書生活支捜事業のうち、押巾柑椚う事象に対して鬱道府県が抽助すろ下畿怖町帥欄撥楠物事t）OJみをた入し」掛違府県、指定書市及び中扶市の正接檎助事篭については・  
記入の必蔓がないこと．（正横精勤事禦については、別表1にた入のこと．）  

2Cl■には、市町けごとIu触から8欄を集L引いた概をた入すること  

〇E撫には、市町村ごとに本道如こ定める暮埠傭を正人すろこと．  

1Fl■には、市町村ごとにC椚、D榊及びE穐とを比せして、最も少ない礪を記入するこL  

sG肌こは、市町村ごとに平成15年6月1聞覆兜穐発第0618001書庫生労働省札用均等・児童家庭馬手島は址≠憂通知のー母子寮度等8書生活支捜事象の円汁な壬管についてjの別紙2の費用■捜墓増  
に上る徴収璃の倉廿Ⅷをた入すること．  

6H†■には、市町村ごとにFI織からGl鞠を鷺し引いた積を記入するこL  

711的には、捕れの市町村合計Ⅷに3／4を彙じたtlを記入すること．  

8I用馴こは、l柵臼欄とi比鮫して、いす九か少ない方の≠をE入すること．  

9I」■には、K蜘の傭に2／3を彙じた積を記入すること．（l．000円未満の端数が生じた場合は、これを切線てるものとする．）   
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（別表2一②）   

出ひとり親家庭生活支援事業  （都道府県名）   

市町村名  他の収入礪   誇事業費      寄付金そむ  

※3   案4  

補助事業  
について軋記入の必賽がかこと，（直榊助事業については、別封にE入のこと，）   

2C凱こIt、市町村ごとにん≠からB穐を差し引いた積を記入すること、  

3E凱こは、市町村ごとに本通知に定める基準隠を記入十ること，  

4F柑こは、市町村ごとにC札淵及びE批を比較して、最も少ない領維入すること，  
5G糊に軋F桐の市町村合計額に3／4を鞄じた領を記入すること・  

61欄にIま、G柵とH楕とを比放して、いずれか少ない方の額をだ入十ること・  

7J卿こは．1恥那2／3綿じた額を記入ナること・（1・000円乗積の端数が生じた齢は・これを卯捨てるものとする，）  

（別表2－（診）  

出ひとり親家庭生活支援事業   （都道府鵬）  

市町村名  た事業斉   妄付金その 他の」収入蹟   差引横軸彙経費の （A－－B）案文出積   

▲  B  
r  G  H  

C  D  E  

円  円  円  円  円  円  

騒  

※3  覚4  

合計  

抽助字集  
については，記入の必要がかこと、（正邪細事簑については、別喪‖こ記入のこと、）  

2C榊には、市町村ごとにA聞からB欄を差し引いた額を記入することナ  

3E柵には、市町村ごとに本通知■こ在めろ基準額を記入すること、  

4F珊に軋市町村ごとにC綱LD欄及びE楕とを比較Lて、軌少ない額を記入すること・  
5GⅧにIi、F柵の市町村合餌凱こ3／4を免じた顎を記入すること・  

6‖朴こ軋G柵とH柵とを比較して・いずれか少ない方の額を記入すろこと・  

7川には．澗の那2／線条じた額維入†ること・（1－000円輔の脱が生じた齢は、これ壱切憺て礼のとすろ・）  
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新  旧   

（別表3－①）  （別表3－①）   

母子家庭等対策総合支援事業内訳書  母子家庭零封策総合支援事凄内訳書   

①母子家庭事故葉・自立支援事業（敵手家産尊乳業・自立文壇センター事業）  ①母子享底等耽＃・自立支援事業（母子家庇等就業・自立支援センター事業）   
○平等内容  ○事業内容   
1枕業支援事業  1駄集支捜事業   

2政策実根練習会等事業  2耽業天壌練習会専事業   

3批業情蜘蛛供事業  3就業情＃提供事業   

4 在宅批叢推遁事業  4在宅鼠葉推遺書書   

5 母子享饉嘗地域生播支援事業事業  5母子寮庇響地域生活支援事業事業   

胴冊働の班  耕帥門相紋如靴   

8 政子京応等紋業・自立支援センター稚導職  8母子家瓜専赴集・自立支援センター指導馴   
A集成セミナー事業  1養成セミナー事業   

※事業内容について、′くンフレット等の詳細が分かる資料がある場合には、別添として添付すること．  ※事業内容について、パン7レット専の緋細が分かる資料がある場合には、別絶として添付すること．   

Cl縫警  

討最靂基】■王「F汁【℡曹  

○崖費  
農景区月  

筆書∫内l電   

経費区分  
経費区分   稽王内駅   経費区分   積王内訳  経書区分   積算内訳  

1眈巣支援専業  1耽葉支援雷蔵   1センター当たウ  1耽集文壇事業  1銑集支欄事業   1センター当たり  

6．丁36．000円  6．736．800円  

2耽＃支援練習会専事業  2眈＃支援緋習余等事業  1センター当たり  2耽集文壇練習会等事業  2眈集文壇II習会尊書巣  1センター当たり  
8．541．000円  8．541，8叩円  

3 散薬什雑提供手業  3厳発情ヰ提供事業   1センター当たり  3紋業情≠礎供事業  3就業情鞘提供事業   1センター当たり  
Z，5TS，0叩円  2．575．000円  

4 在宅蹴集権過事業  4在宅政義稚遺書集   1センター当たり  4在宅銑集推進事業  4 在宅農業推j▲事業   1センター当たり  
2．飢和．0伽円  2．000．00ロ円  

5 均＝子宮底等地域生活東城  5 母子雲底輔地域生活支援  1センター・当たウ  5母子寮慮等地域生唐支援  5母子寮底専地域生清文援  1センター当たり  
事業  事業   3．3玖ロ00円  暮蕪 事業   3．359．00（）円  

6 取手家庭筆戦業■自立  6 拉手家底専耽簑・自立  1プロッタ当たウ  8 障子縁戚尊眈集・自立  6 批子家底繹鮭集t自立  1プロγク当たり  
支援センター稚珊■  支援センター指捌  支援センター相場職1  支ばセンター指導職■  
糞慮セミナー事業  集成セミナー事業   集成セミナー■業  養成セミナー事業   

合計欄   円   合計tl   円  合一十軌   円   合廿頬   円  

（注）経費については、対象経費の区分（緻札共済費、報償丸賃金、烏丸霹月井．役精算専）ごとに積算内釈を妃♯ナ  
ること．  （注）経費については、対魚縫費の区分（観酬、共済費、報償費、賃金、旅費、需用費、仕掛費尊）ごとに横井内駅そた戯ナ          るこ♪′L＿例まは「隷馨lでふ九ばnn舶－nn麒生ゃ拝打nn鋼な′♪鯉細に一己鮭すろこと＿   

二1   
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（別表3－②）  
l）  

②母子家庭等日常生活支援事業 ②母子家庭等日常生活支援事業 

腫）本軋ま、市町村事業として実施する場合には、市町村ごとに別業に作成すること。  
（注）本末は、市町村事業として実施する壌創こは・市町村ごとに別葉に作成すること・  

家庭生活冊家腫家庭生活支援員派遣延べ回数  区分 家庭生活派腺底家庭生活支朗冊延べ醜  
区分 

社会的事由を理由とする世＃  
社会的事由を理由とする世帯  

自立促進に必要な事由を理由  自立促進に必要な事由を理由  

とする世帯  とする世＃  

生活環境が激変し日常生活を  生活環境が蘭変し日算生活を  

営むのに特に大きな支障が生  営むのに特に大きな文庫が生  
じている世帯   じている世帯   

合計件数  件  回  
合計件敵  陣  回  

対負撞賛美支出額  基雄頬  対象蛙費実支出胡  

積井内駅  経費区分   積算内訳  蛙費区分  積算内訳  
縫費区分   積算内訳   経費区分  

1か所当たりl．204．000円  1事績費   1か所当たり1．20ヰβ00H  
1事務費  

2派遣手当  2派遣手当  

（1）子育て支援  
（1）子育て支援  

ア深夜、早朝以外の通常  ア慄夜、早期以外の通常  

勤務時間  ■l‘：．  

イ抹習全会場等  イ往習全会場等  

ク早朝、深夜等  ク早期、儒夜等  

エ宿泊分  エ宿泊分  

オ移動時間  オ移動時椚  

（2）生活援助  
（2）生活援助  

ア深夜、早朝以外の通常  7子票夜、早朝以外の通常  

勤辣時間  勤務時間  

イ早朝、深夜等  イ早朝、深夜等  

ウ移動時間  ウ移動時間  

円  円  合計額   

（注1）縫針こついては、対象縫費の区分（糾臥貸金、旅費、需用丸役祷費等）ごとに積算内訳を妃酎‾ることと」－  
（注1）経費については、対象経費の区分（組臥貸金、旅費．需用費、役妨費等）ごとに惰算内訳を記載する辻－  一 
（注2）基準胡については、各々の区分ごとに計算式に基づき詳細に紀鼓すること，  

n円なγ♪惟細に貯鮭ナろニー－  
賄ほ＝ゴ「旅曹lでふ九ばnn択nn新主で拝打n             （注2）基準矧こついては、各々の区分ごとに計算式に基づき詳細に記載すること・  
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（別表3－③）  
（別表3－③）  

③ひとり親家庭生活支援事業 ③ひとり親家庭生活支援事業 
柵舶 新譜府…町舶 

く注）本♯は、柵村事業として抽する場創こは・市町村ごとに別業に作姻すること・  ほ）本貴は、柵村事業として実施する場合に－ま、市町村ごとに別業に作成十ること・  

逃出 逃出 
r 

1生活文捜膿習会  
1生活文壇蛛習金  

2惟臍ま壇事巣  
2ヰホ支援事鳶  

3土日・夜網電帖相談事蕪  3土日・夜間t緒相蚊事業  

1児玉蛸醐戌勃事弟  4児軋研削粕川欄  

5ひとり覿震度什≠交換事A  5ひとり醜緋情≠交執事ヰ  

減事柳訊こついてノーン7サり卿用事事の榊が分か城科が摘舶には、  瓢事集札好こ？いてノくンフレれ事耕す書－の細が分かる珊が鵬場合にはt  

別添として添付すること．  
別添として添付十ること．  

n縫讐  

対象塵着実支出爛  基準慎  
対よ騒天真丈出≠  纂サ疇  

払景区分   積算内駅   騒■区分   積算内訳   
経費区分  積算内駅   経費区分   積算内駅  

1生活文旗緋電会  1生活文壇鱗智会   開催回数）  

1生桔文壇講習会  1生活文壇挑習金   ヨ  

Z馳拇印相磯  2 ヰ♯支援事集   gコ000円  
2 檎ポ支櫨事巣  2惟ず支援事♯   9ユ4．000円  

3土日・夜間t緒相秩事蕪  2．る18．叩○円  3土8・夜間t鱈相鋲事＃  600（I円                       3土日・夜間t帖相紋事象  2．8l，  
3土日・面前亀鮨相鋭事鳶  

ヰ 妃1妨間壇助事集  01回の妨間が1日の場・倉  4児t肪問サ助事農  4児i析間 助事業  01匡lの肪問が18の場合  
ヰリu‖捌跡陳助事業  丁．180円X（妨間建国数）  

丁．480円×（肪仰遽画数）  

01匠lの妨憫が半日のヰ合  01【幻の坊間が半日の場合  

4．820円×（坊間鷹回数）  4．820円×（訪問嬉回数）  

5ひとり観蒙耐雪扁  21こl．0（〉○円  5 ひとり親ま瓜什鞘交換事蕪  6 ひとり≠京応情≠交換事業  21ユ．00¢円  
5ひとり横幕屯什艶文惧事集  

合計欄   円   合計研   円  
合汁聯   円   合計Ⅵ   円  

は）縫針こついては、対象甜の区分（紺、†金・旅†、縞用貫・役折尊）ごとに什抑釈を紀桝‾ることムー  
（注）経費については、称象経費の区分（≠嵐賞金、旅費・♯用貫、役請書事〉ごとに僧抑釈捕れするユ」   肌身ばー禽紺lヤあ九ばnn∬－nn∬婁で什什nnP抽γH吐血に『血すること－  

F i 

ロ
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（別表3－④）   （別表3－④）   

亡弟」盈ネ碇薩白慶喜上さ鎗付   －   ④母子家庭自立支援給付金事＃   

（つ暮簑内黍   
事業内容   

文箱件数等   事業名  支給件牧等   
ユ卓立支援教育訓練給付金事業  支給件数  支給作動  

1自立支援軟膏別経路付金亭篭  

2．高等技能劃疇練促進野草事業  2．木琴技能川綿促過賞尊書業   

支給件数（美件数）  支給遮件数（旋月数）   支給件数（案件救）  支給延件数（延月数）   

（り高等技能刑踵促進封   （1）高等技能訓練促進費   

支給件数   支給件数   

（2）入学支援修了一時金   （2）入学支援膀丁一時金   

ぷ事業内容についてノミンフレソト等の伴細が分かる資料がある穆針こは∴糾所とLて添イオナること，  ※事業内容についてノくンフレプト等の詳細が分かる資料がある棚倉には、別添として耐寸十ること，  

n扱呈  ○塵費  

柑象逢費実支出額  豊里血  対最良賛美支出額  基廷額  

経狩区分 債真西駅 経費区分 積算内訳  経費区分  積算内駅   経驚l五分  職質内釈  

1．自立支埋れ青柳は電給付 1．自立支援教育川経絡付別に定めるところによる  1．自立支援教育別棟給付金事鵜  1．自立支援飲警別棟給付金事業    別に定めるところによる  
金串畿  金書篭  

2．ホ等技能研耗促退費尊書篭 2．高専技億別棟促進費琴事業  2 高等技能l用練促過費等事業  2．ホ等技能訓練促進費等事業  

（1）高等技能訓練 （1）ホ等技能馴綿  （1）高等技能pq   11）高等技能糾   

促進費  堰遺瞥  と － 二 ∴  株促通算   ア 平融9年度以附こ修業を開始した者  
ア 平鹿柑崖度以前に膝薯裏側始Lた者              l上11．DOORx【せ∃倉t正月数1  183．0ロリ円y（支給延月救J   

イ 平成20壷虐一以徐には蒙を蘭旭l＿た普  平成21年  平成21年                                                                         イ 平此ヱ0年度以†真に修業を開始した肴   

一丁）1宙■r】叶良縁さとl襲播1せ♯に属すろ者  ヰー5月分  4－5月分  （ア）市町村民税非陳税世帯に抗する者   
141nO【】P】×r音量象1正月致1  l03．808円×（支給鷹月数）   

＃に足する者  （イ）市町村長税托現世亨削こ属する着  
70．500円×一号給i正月放）  51，508円×（支給施月数）  

（2）入学支援鱈了  

（ア）市町村民税非課税世］削こ属する者  ア 平成19年度以前に修築を開始した着   

50．00D用×（支給件数）  141．qm円×（真綿遮月数）   
（イ）市町村民挽株捜せ帯に属する着  

25．000円×（支給件数）  平成21年  平成21年  

6月分～  6月分－  

小計   小針   

（注一付紐経費美支出打について仁L対象趣費の区分（負担金、柑助及び交け金、扶助費）ごとに積層内釈を妃戴すること，  

（2）入学支援使丁一時金  

（2）入学支岨修了     一時金      一時金  り）l土   円  
／♪li   円           （2）入学支援修丁一時金  

（イ）市町村民税隈税世＃に属する着  7ひ．500円×（支始埴月数）  
141．000円×（支給延月数）  

（ア）市町村民税非鴎税世相こ属する者  

5ロβ00円×（支給件故）  
（イ）市町村民税課税世帯に尽する者  

∠5．DOO円×（支給件数）  

小計   円   小一十   円  
合押領  円   合計貌  円  

（往J対象経費美文出雲別こついては．村農纏算〟〕区分【鼻祖金、補助及び交付金．扶助費〕ごとに糟井内釈を記載することソ   

の
∽
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l蓑3－⑤）  l秦（9－1  

⑤母子自立支援プログラム策定等事業  ⑤母子自立文壇プログラム策定等事業  
）包子自立播プログラム  

事業名  支給件数等  ○事業内容  

電播プログラム  プログラム策定件▲  蛙  プログラム策占・  蛙  

■  樟2【司以上の の  姓  ぅち面接2回ジ  姓  

圭墓凸査  
るだけ注細に   

臆すること∧）  

2．’償支櫻コース亭  支後室A旦  ム  

※事業内容について、′くンフレット等の詳細が分かる資料がある場合には、  
別添として添付すること。  

圭墓凸査 （できるだけ】路細に記臆すること  

※事業内容について、パンフレット等の詳細が分かる資料がある場合には、別添として添付する－と。  紘豊丘企   遺豊丘盟  

○経費  

対象経費実支出塵  基里弦  

盤豊丘公   凰算出狙   盈量．区分  】ニごぴ，旦  

1．手自社音標プログラム  ．息子自立支援プロダフム策  

⊂n  正室圭墓  20．000円×（プログラム策定件■  
Cn  

．．臓遁備首揺コース事  過備支格コース事  
30．000円×（支櫨延月数）  

・…・1人につき3月を上限  

巴  合計題  円  合計額         ー■－ 内訳を妃赦すること＿   （注）対象鮒実支出額については、対象経費の区分（報酬、賃金、旅費、需用費、役務贅、委托料等にとに脚  

全放盈   且  

（注）経費については、対象経費の区分（報臥貸金、旅費、帝用費、役務費、  
委托料等）ごとに積算内訳を紀載するこ捜し一例えば「旅動であれば○   
～∩〔〕駅まで拝復nn円などと珪細に記臆するこ   

雪
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（別蓑3－の一（2  
（2）就職遵傭青揺コース事  （削除）  

£茎墓自室  

五旦 
（できるだ．ること∧  

．・．妻妾内容についてノくンフレッ卜者業計画春等の詳細が分かる督料がある場合には、  
別添として添付すろこと【  

こ又  

経豊丘盆   姐簑血盟  

全註盤   巴  

（注）終 着については、対象経曹 の区分（報臥官金＿旅着、需用敵役務督、番群料等）  
訳盈記載することとし、例えば「旅普lであればOn駅～○〔つ 駅まで  

On円など♪控細に記載すること∧   

の
】
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